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　当消防本部では、毎年福祉関係施設については全て査察を実施していたが、今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、様々な消防業務が規模の縮小や延期、中止を余儀なくされているところであり、また、大牟田市内でも新型コロナウイ
ルス感染者の発症が確認されたことにより、より一層の感染拡大防止措置がとられ、業務に制約が求められていた。
　しかしながら、火災予防上、新型コロナウイルス感染拡大のためにできないことよりも、今できる新たな取組が必要ではな
いかと、課内で話し合いを続けた。
　このような中、大牟田市内においてもクラスターが確認され、査察を拒まれる事態となった。
　そこで、秋季火災予防運動の取組の一環として、PC等の機器を活用した、非接触型の査察や、相談の実施に至った。

　210件中209件の査察が完了し、うち13件がリモートによる査察となった。上記の取組において、私達消防職員が新型コ
ロナウイルスに感染せず予定の査察をほぼ完了できたことが1番の成果である。
　また、できない理由を探すのではなく自分たちができることは何かを考え、取り組むことで新たな可能性を追求していく姿
勢へとつながった。
　さらに、これまで活用できなかった技術を活用することで、新しい技術への好奇心が高まり、新技術と消防業務の融合を考
えていくきっかけとなった。

　リモート査察を実施した建物関係者の方々からは、「利用者との接触もなく安心できた。」「来年もこのやり方が良い。」「威
圧感がなくて良かった。」などの声をいただいた。また、オンライン相談を実施された業者の方は、「移動の手間がなく、時間
や旅費の削減につながりました。」「感染拡大の中、配慮したやり方で良かった。」「図面等の資料を画面上で扱うことが心配で
あったが、思ったより良かった。」などの声をいただいた。
　来年度以降も継続して取組を続けていきたいと考えている。
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